
こ
こ
で
紹
介
し
た
本
を
お
読
み
に

な
り
た
い
方
は
、
図
書
館
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
太
宰
治
大
事
典
」

志
村
有
弘
　
渡
部
芳
紀
編
／
勉
誠
出
版

一
般
項
目
編
や
作
品
編
、
主
要
文
献
目

録
、
年
譜
な
ど
で
構
成
。
一
般
項
目
編
で

は
「
桃
桜
忌
」「
み
た
か
太
宰
の
会
」「
三

鷹
の
仕
事
部
屋
」
な
ど
数
多
く
の
キ
ー
ワ

ー
ド
が
収
め
ら
れ
、
太
宰
治
の
人
と
文
学

に
関
す
る
950
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
総
合
事
典

で
す
。

「
文
豪
ナ
ビ
太
宰
治
」

新
潮
社

文
豪
ナ
ビ
シ
リ
ー
ズ
の
第
８
弾
。
代
表

的
な
作
品
が
わ
か
り
や
す
く
要
約
さ
れ
、

重
松
清
な
ど
の
現
代
作
家
か
ら
見
た
太
宰

治
へ
の
想
い
、
作
品
に
登
場
す
る
地
名
の

解
説
ま
で
、
幅
広
い
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
１
冊
で
す
。

「
追
跡
・
太
宰
治
」

市
川
渓
二
著
／
北
の
街
社

青
森
県
北
津
軽
郡
金
木
村
で
津
島
修
治

が
生
ま
れ
、
太
宰
治
と
し
て
世
に
知
れ
わ

た
る
ま
で
の
思
想
と
行
動
を
考
察
し
て
い

ま
す
。
著
者
が
綴
っ
た
太
宰
に
関
す
る
エ

ッ
セ
イ
集
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
太
宰
治
　
変
身
譚
」

出
口
裕
弘
著
／
飛
鳥
新
社

「
太
宰
は
譚
（
は
な
し
）
作
り
の
稀
代

の
名
手
だ
」
と
著
者
が
語
る
よ
う
に
、

「
葉
」
か
ら
「
人
間
失
格
」
ま
で
の
作
風

に
応
じ
て
変
身
し
て
い
く
作
品
の
様
子
な

ど
が
鮮
明
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
蕩
児
の
肖
像
―
人
間
太
宰
治
」

高
山
秀
三
著
／
津
軽
書
房

「
津
軽
の
少
年
」、「
迷
走
す
る
天
才
」、

「
生
活
者
太
宰
」、「
蕩
児
の
家
」
の
４
部

か
ら
構
成
さ
れ
、
39
歳
で
亡
く
な
る
ま
で

の
生
涯
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
人
間
太
宰
治
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
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広報
まちの話題

市役所代表電話10422-45-1151

市外局番0422は省略しています

おはよう！三鷹市です
FMむさしの78.2MHz
月～金曜日10：20～25放送

武蔵野三鷹ケーブルテ
レビ5ch
1日4回放送
9:30/12:00/19:30/23:30

三鷹市市政情報番組

三鷹市
広報番組

みる・みる・
三鷹

●第215回（6月5日～18日放送）
６月は「環境月間」/三鷹の森
ジブリ美術館「アルプスの少
女ハイジ展」

広報みたかは三鷹市シルバ
ー人材センター会員がお届
けしています。
→シルバー人材センター

1 48―6721

太
宰
治
の
作
品
は
時
代
を
超
え
、
今
も
数
多
く

の
人
に
読
み
継
が
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
最

近
刊
行
さ
れ
た
太
宰
治

の
人
と
作
品
に
関
す
る
著
作
を
紹
介
し
ま
す
。

太
宰
治
考
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三鷹市長
メールマガジン
メッセージ、活動記録、
部長コラム、新着情報

三鷹市ホームページ・
同携帯サイトから登録
できます。
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現在開催中の「愛・地球博」で好評を博している「サツキとメイの家」を、博覧会終了後に
三鷹市に誘致しようと署名活動を行っている市民団体「トトロファンクラブみたか」が５月17
日市役所を訪れ、これまでに集めた署名8,223人分を清原市長に手渡しました。
この団体は２人の女性市民を中心としたグループで、「サツキとメイの家にふさわしい三鷹
駅前の景観づくりをお願いします」との要望も頂きました。
「サツキとメイの家」の誘致活動では、すでに三鷹商工会青年部・ＪＡ東京むさし三鷹青壮
年部・三鷹連合青年団・三鷹青年会議所などの有志が誘致実行委員会を結成し、４月から三鷹
駅前での署名会やホームページ上で署名を募っています。三鷹市でもこの活動を支援するため、
市役所ほか公共施設19カ所に署名用紙を設置してきました。
こうして多くのみなさんに賛同していただいた結果、５月30日現在、合計31,422人の署名が
集まっています。今後も「サツキとメイの家」誘致実行委員会、三鷹市では誘致活動を続けて
いきます。

◆「サツキとメイの家」

宮崎駿監督「となりのトトロ」の主人公姉妹が暮らす昭和30年代の家を再現したもので、三
鷹の森ジブリ美術館・宮崎吾朗館長の総括により建設された。建物は当時の建物に忠実に、ガ
ラスも古い建物から転用するなど凝ったつくりで、博覧会終了後の活用について、全国の自治
体が誘致に名乗りを上げている。
eコミュニティ文化室1内線2512

「市民による市民のためのテレビ局」
「ケーブルテレビを使ったまちづくり」
を合言葉に、月刊番組「わがまちジャ
ーナル」（パークシティーで放映・６面
参照）の制作を通して市民の視点から
まちの息づかいを伝える「ＮＰＯ法人
むさしのみたか市民テレビ局」が、７
月で開局５周年を迎えます。
同局は平成12年７月、武蔵野三鷹ケ
ーブルテレビ（パークシティー）とパ
ートナーシップ協定を締結し、誕生。
14年12月にはＮＰＯ法人の認証を受

け、現在、三鷹、武蔵野市民を中心とした大学生から70歳代の67人のボランティア局員
が活動しています。代表理事の川井信良さんは、この５
年間を「テレビという面白そうな世界に飛び込んできた
市民が、番組制作を通して自分たちの暮らすまちに目を
向けるようになってきた」と振り返ります。番組づくり
でいちばん苦労する点は「表向きの技術的なことより、
実は何をどう伝えるのかという内容こそが重要」と挙げ
て、「今後はパークシティーのコミュニティチャンネルを
市民テレビ局が主体となって番組編成し、世界や日本の
情報はマスメディアにまかせ、生活圏情報は市民テレビ
局から伝えたい」と夢を語ってくれました。
同局では５周年を記念して、新メンバー募集のための

「局員養成講座」を開催します。５、６人のグループに分かれて実際に番組を企画・制作
しながら、アナウンス、カメラ操作、シナリオ作成の極意から実際のビデオ制作などを学
び、講座修了後は即、番組制作の場で活躍できます。
◆局員養成講座
u①７月２日g午前、②24日a午後、③９月３日g終日、④12月17日g（試写会）、武
蔵野スイングホール、武蔵野市地域情報コーナーほかで（このほか班ごとに適時、企画・
制作作業日をとっていただきます）。受講料1,000円（資料代）。
s事前に「〒181－0013下連雀３－35－16飛高堂202 むさしのみたか市民テレビ局」・
1579－1434・ mmctv@parkcity.ne.jpで申込用紙の送付先（氏名・住所）を連絡のう
え、６月25日gまでに申し込む。

を三鷹市に！

愛
・
地球博

の

誘致署名が3万人突破！

津村記久生さん（本
名・津村紀久子）は、大
阪府出身、大阪市西成区
在住の27歳会社員。
「マンイーター」は、女
子学生の平凡な日常生活
の中に潜む誘拐、虐待、
性的暴力など、現代社会
の暴力性への不信感が描
かれた作品で、「文体に
キレがあり、力量のある
新人が出てきた」と評価
されました。

川本晶子さん（本名・
吉川由佳）は、香川県出
身、中野区在住の42歳
フリーライター。「刺繍」
は、離婚経験のある40
歳女性主人公と年下の恋
人、認知症の母親、それ
に父親との4人の共同生
活を通して介護と仕事、
恋愛の間で揺れる女性の
姿を描き、「人物に裏表
や影がなく、それでいて
少しの嫌みもなく、あた
たかい読後感を残す優れ
た作品」との評価でした。

番組制作の様子

むさしのみたか
市民テレビ局
が開局5周年

新しい仲間を募集します

第
21
回
太
宰
治
賞
決
定
初の
ダブル
受賞

市制施行55周年

第21回太宰治賞の最終選考会が5月10日にみたか
井心亭で行われ、選考委員の高井有一さん、柴田翔さん、
加藤典洋さん、小川洋子さんにより、927編の応募作
品の中から津村記久生さんの「マンイーター」、川本晶
子さんの「刺繍」の2作品が受賞作品に選ばれました。
今回の最終候補作はいずれもレベルが高く、選考委員
により2作に絞られたものの甲乙をつけ難く、同賞初の
ダブル受賞の形になりました。

◆太宰治賞 昭和39年に筑摩書房が創設した小説の公募新人賞
で、吉村昭（井の頭在住）をはじめ、加賀乙彦、金井美恵子、宮
尾登美子、宮本輝など多くの著名作家を世に送り出した。昭和53
年の第14回を最後に中断していたが、三鷹ゆかりの文人の文化の
薫りを継承したいと考えていた三鷹市が、太宰治の没後50年を機
に筑摩書房に呼びかけ、平成10年に共同主催の形で復活した。

eコミュニティ文化室1内線2517

津村記久生さん
「マンイーター」

川本晶子さん
「刺繍」

受賞の知らせを受けて、津村さんは「小説を書くことを職業
にできるようにがんばりたい」と声を弾ませ、川本さんは「た
だただうれしい。今後も書き続けていいんだという切符をもら
った気分」と喜びを語りました。
授賞式は6月15日π、東京會舘（千代田区）で行われ、記
念品と副賞100万円が贈られる予定です。また、6月19日∂

に三鷹市芸術文化センターで行われる「太宰を聴く～太宰治朗
読会～」（チケットは完売）では、受賞者のお二人からのご挨
拶があります。
なお、受賞作および最終候補作と選考委員の選評などを収録
した「太宰治賞2005」は、6月中旬に筑摩書房から発売され
る予定です。


